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やなぎ美智子からのお便り
メールアドレス：kangoshi03＠outlook.jp やなぎ携帯：090－1508－7120

無料法律相談 11月12日（火） 12月10日（火）
相談時間は一人30分 相談を希望される方は事前予約が必要です。
場所・時間は予約時にお知らせします
市役所共産党控室か、やなぎ美智子にご連絡ください。

電話：047－334－1111（内線 18220）

９
月
１
７
日

塩
浜
２
丁
目
護
岸
へ
の
浚
渫
土
砂
投
入
に

反
対
し
、
補
正
予
算
反
対
の
討
論
に
た
ち
ま
し
た

９
月
議
会
に
、
市
川
漁
港
の
航
路
浚
渫
工
事
費
と
し
て
１
億
５
４
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
市
川

漁
協
に
は
３
ト
ン
を
超
え
る
漁
船
が
４
７
隻
あ
り
、
干
潮
時
に
は
航
行
で
き
な
い
た
め
、
潮
待
ち
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
そ
の
間
は
エ
ン
ジ
ン
を
切
る
こ
と
も
出
来
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
令
和
４
年
度
か
ら
毎
年
航
路

の
浚
渫
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
浚
渫
土
砂
は
主
に
、
浦
安
沖
に
運
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
一
部
の

土
砂
は
市
川
漁
港
の
沖
合
漁
場
に
覆
砂
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
航
路
の
安
全
性
向
上
、
漁
業
活
動
の
効
率
化
を
図
る
た
め
の
浚
渫
は
理
解
で
き
ま
す
が
、

浚
渫
土
砂
を
塩
浜
２
丁
目
護
岸
に
投
入
す
る
こ
と
に
は
反
対
で
す
。

８
月
１
９
日
、
自
然
保
護
７
団
体
は
「
干
潟
の
維
持
と
生
き
物
の
定
着
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
は
困
難
で
あ

る
」
と
計
画
の
中
止
を
求
め
る
要
望
書
を
田
中
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
補
正
予
算
に
、
こ
の
工
事
費
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
反
対
し
ま
し
た
。

自民党政治を大もとから変える日本共産党躍進を

衆議院選挙は、10月15日公示、10月27日投票

１
０
月
１
日
召
集
の
臨
時
国

会
で
首
相
に
就
任
し
た
石
破
茂

氏
は
、
新
内
閣
を
発
足
さ
せ
ま

し
た
。

日
本
共
産
党
は
、
能
登
半
島

の
被
災
者
支
援
の
た
め
の
補
正

予
算
、
自
民
党
の
裏
金
問
題
の

徹
底
究
明
、
統
一
教
会
問
題
の

再
調
査
と
報
告
な
ど
「
新
首
相

と
閣
僚
の
姿
勢
を
た
だ
す
予
算

委
員
会
で
の
徹
底
し
た
議
論
は

当
然
だ
」
と
主
張
し
ま
し
た
が
、

石
破
首
相
は
、
９
日
に
衆
議
院

解
散
、
１
５
日
公
示
、
２
７
日

投
票
の
選
挙
日
程
を
表
明
し
ま

し
た
。
総
裁
選
挙
で
メ
デ
ィ
ア

を
フ
ル
活
用
し
、
そ
の
余
韻
が

残
っ
て
い
る
う
ち
に
解
散
し
、

裏
金
問
題
隠
し
、
逃
げ
切
り
を

狙
う
や
り
方
は
許
せ
ま
せ
ん
。

比例区は「日本共産党」と広げてください。

南関東ブロックの3議席奪還を必ず！

衆議院千葉小選挙区候補も全力を尽くします。

４区 やかまケンタ（29歳）

５区 桜井雅人（51歳）



市民アンケートに寄せられた
地域要望を市川市に届けました
日本共産党市川市議団が行った市民アンケートに寄せられた道路や公園、空家や

ブロック塀など、地域の皆さまの要望実現、問題解決を市川市に要望しました。

８月30日、9月4日、要望書提出時の写真と、要望の一部をご紹介します。

東
菅
野
地
域
支
部

〇
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
木
の
枝
で

見
え
ま
せ
ん
。
樹
木
の
そ
ば

に
設
置
し
て
あ
る
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
は
季
節
に
よ
っ
て
枝
葉

の
影
響
を
受
け
ま
す
の
で
、

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
県
道
５
１
号
市
川
柏
線
沿
道

の
ひ
び
割
れ
と
段
差
の
解
消

を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。
千
葉

県
と
市
川
市
で
、
現
状
確
認

情
報
共
有
、
原
因
究
明
し
、

対
策
を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

〇
県
道
５
１
号
線
に
面
し
て
、

自
宅
が
あ
り
ま
す
。
２
～
３

年
前
に
全
面
舗
装
工
事
が
さ

れ
ま
し
た
が
、
大
型
車
の
通

行
で
家
が
振
動
し
ま
す
。
効

果
が
持
続
す
る
新
し
い
工
法

は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
す

で
に
、
道
路
の
陥
没
が
あ
ち

こ
ち
に
見
ら
れ
ま
す
。

八
幡
地
域
支
部

〇
本
八
幡
シ
ャ
ポ
ー
を
横
切
る

高
架
下
の
道
路
を
、
自
転
車

が
歩
行
者
を
優
先
せ
ず
、
ヒ

ヤ
リ
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
自
転
車
へ
の
注
意
を
促

し
て
く
だ
さ
い
。
見
通
し
が

非
常
に
悪
い
の
で
、
ミ
ラ
ー

の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

〇
八
幡
３
丁
目
の
国
道
１
４
号

線
沿
い
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン

か
ら
先
の
歩
道
が
急
に
狭
く

な
っ
て
、
非
常
に
危
険
で
す
。

早
急
に
歩
道
の
拡
幅
工
事
を

し
て
く
だ
さ
い
。

〇
冨
貴
島
小
学
校
の
境
川
交
差

点
の
車
歩
分
離
の
ル
ー
ル
が

わ
か
り
ま
せ
ん
。
信
号
時
間

も
短
く
て
、
高
齢
者
は
渡
り

切
れ
ま
せ
ん
。
自
転
車
は
押

し
て
渡
る
な
ど
、
自
転
車
の

ル
ー
ル
教
室
を
希
望
し
ま
す
。

鬼
高
・
鬼
越
地
域
支
部

〇
下
総
中
山
駅
南
口
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
、
駅
周
囲
の
整
備

が
さ
れ
た
ら
多
く
の
人
が
喜

ぶ
と
思
い
ま
す
。
南
口
は
、

べ
ビ
ー
カ
ー
を
持
ち
上
げ
て

階
段
を
登
る
し
、
こ
れ
か
ら

ま
す
ま
す
高
齢
者
が
増
え
て

い
き
ま
す
か
ら
。

〇
鬼
高
２
丁
目
の
自
宅
で
は
、

市
川
市
の
防
災
無
線
が
聞
こ

え
ま
せ
ん
（
船
橋
市
の
無
線

は
聞
こ
え
ま
す
）
改
善
し
て

く
だ
さ
い
。

〇
鬼
高
公
園
の
砂
場
に
砂
を
入

れ
て
く
だ
さ
い
。
雨
が
降
る

と
１
～
２
日
、
使
用
で
き
な

く
な
り
ま
す
。

〇
道
路
の
凸
凹
を
直
し
て
く
だ

さ
い
。
特
に
市
川
警
察
署
の

前
の
歩
道
が
ひ
ど
い
で
す
。

中
山
地
域
支
部

〇
木
下
街
道
の
京
成
の
踏
切
の

南
西
側
の
電
柱
が
邪
魔
な
の

で
撤
去
し
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。

〇
若
宮
２
丁
目
の
第
六
天
社
の

ベ
ン
チ
を
新
し
く
し
て
く
だ

さ
い
。
公
園
の
整
備
も
し
て

く
だ
さ
い
。

〇
中
山
競
馬
場
付
近
の
木
下
街

道
の
車
道
と
歩
道
の
境
の
縁

石
周
り
に
、
草
が
伸
び
て
い

て
歩
行
者
や
自
転
車
が
引
っ

か
か
っ
て
危
険
で
す
。
草
を

刈
っ
て
く
だ
さ
い
。

〇
竜
神
池
、
中
山
病
院
の
近
辺

が
暗
く
て
怖
い
の
で
街
灯
を

増
や
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
下
総
中
山
駅
発
の
京
成
路
線

バ
ス
柏
井
線
の
増
便
、
終
バ

ス
の
延
長
を
し
て
く
だ
さ
い
。


